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センターだよ

昭和 53年度 バッチ利用状況表

処理月

利用形態
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 ， 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 ＾ ロ

計

オープ ン
処理件数 3,2 5 3 (2 3.1 6) 4,1 8 8 (2 3.1 7) 5,181(25.93) 4,93 3(25.09) 3,5 6 7 (2 0.7 4) 5,3 0 1 (2 6.0 1) 4,7 2 3 (2 2.9 8) 3;2 1 8 (2 7 .11) 3 4,3 2 4 (2 4.2 4) 

CPU時間 27,847 39,938 50,282 49,999 401) 3 5 47,964 50,543 3 3/30 5 340,213 

処理件数 1,601(11.40) 2,2 s 2 C 1 2.7 5) 2,4 6 8 C 1 2.3 3) lf',96(9.64) 1,582(9.20) 2,210(10.8 4) 2,0 5 1 (9,9 8) 1,0 5 8 (8.9 1) 1 5,1 4 8 (1 0.6 9) 
デマンド

CPU時間 276,911 290,098 304,598 283,218 1 72,561 2;233/'>38 298,198 283;2,03 324,851 

オープ ン 処理件数 0( 0) 80(0.4 4) 3 5 O(1.7 5) 3 28(1.66) 253(1.47) 2 7 4 (1.3 4) 409(1.99) 2 5 5 (2.14) 1,94 9(1.37) 

磁気テープ CPU時間

゜
1,165 11,093 23,446 18,176 11,073 20,161 15,212 100,326 

処理件数 10(0.0 7) 2 7(0.15) 5 O(0.2 5) 6 3(0.3 2) 6 5 (0.37) 4 6(0.2 2) 30(0.14) 3 9 (0.32) 3 3 o C 0.2 3) 
I クローズ

CPU時間 32,359 66,763 24,148 144,527 66 1,113 3,772 11,018 5,288 

そ の他
処理件数 1,170(8.33) 1,934(10.80) 2,2 5 2 (11.2 5) 2,441(12.41) 3,4 0 7 (1 9.8 1) 3,3 8 0 (1 6.5 9) 2,8 1 8 (13. 7 1) 1,413(11.90) 1 8,8 1 5 (132 8) 

CPU時間 31,431 85,777 68,802 82,328 321,463 394,953 364,156 149,357 268,339 

リモー ト 処理件数 2,5 64(182 6) 3,3 9 2 (1 8.9 5) 3,544 (1 7 .7 1) 3,408(17.33) 2,722(15.83) 3,140(15.41) 3,0 0 1 (14.6 0) 1,596(13.44) 2 3,3 6 7 (16.5 0) 

ノゞ ツ チ CPU時間 139,019 141,378 128,218 159,866 201,737 248,646 168,330 83,570 l;!,70;764 

会話型リモ 処理件数 1,716(12.22) 1,812(10.12) 1,904(9.51) 1,329(6.75) 1,239(7.20) 1,208(5.92) 1,5 1 1 (7  .3 5) 860(7.24) I 11,5 79(8.16) 

ートバッチ CPU時間 93,704 71,196 103:2, 62 89,560 108,882 73,024 160,938 81,006 781,572 

s s 
会話数 3,7 2 7 (2 6.5 4) 4,2 2 1 (2 3.5 8) 4,2 5 4 (2 1.2 6) 5;263(26.76) 4;3 5 9 (2 5.3 5) 4,8 1 4 (2 3.6 2) 6,0 0 3 (2 9.2 1) 3,429(28.89) 3 6,0 7 0 (2 5.4 7) 

T 
CPU時間 169,181 119,389 128,775 147,151 100,162 100,059 125,789 113,761 1004;267 

A ロ 計
処理件数 14,041 17,896 20,003 19,661 17,194 20,373 20,546 l lf3 6 8 141,582 

CPU時間 759.446 743,159 819,055 840,279 1085$41 1i12f376 1;239$98 673,220 7;373/574 

オープン
処理件数 5,4 8 6 (2 9.2 1) 10,213 C 3 1.1 9) 9,639(27.48) 1 32 4 s C 3 1.s 6) 4,6 1 4 C 1 s.6 8) 4 3,2 0 0 (2 82 6) 

CPU時間 55,688 103,828 95,743 132,598 42,681 430,538 

デマンド
処理件数 3,8 5 o C 2 o.5 o) 3,789(11.57) 4,942 (1 4.0 9) 5,806(13.96) 2,6 4 7 (1 0.7 2) 21,0 3 4(13.76) 

CPU時間 82 8;25 7 525,408 7 41S24 1,185;319 401,297 3t>snos 

ォープン 処理件数 30 2 (1.6 O) 8 28 (2.5 2) 656(1.87) 817(1.96) 40 8(1.65) 3,0 1 4 (1.9 7) 

磁気テープ CPU時間 23,070 38,875 44,741 45,419 13,386 165,491 

クロー ズ
処理件数

I 27(0.02) 106(0.32) 281 (0.80) 136 C o.3 3) 12 4(0.5 0) 6 7 4(0.44) 
II 

CPU時間 16,210 37,251 79;2,55 48,430 34,362 215,508 

そ の他
処理件数 2,0 1 7 C 1.1 s) 2,9 98(915) 3,753(10.70) 3$ 51 (9.26) 3,4 2 7 (1 3.8 8) 1 6,1 4 6 (1 0.5 0) 

CPU時間 122;, 8 0 582,833 172,029 190,993 104,883 1,173;318 

リモート 処理件数 2;2, 3 1 (11.8 8) 5,010 (15.3 0) 5,247 (14.96) 5,6 1 5 (1 3.5 0) 3,8 3 3 C 1 5.5 2) 21,9 3 6 (14.3 5) 

，，ゞ ッ チ CPU時間 181,762 237,486 266/:)90 375,921 317,778 1;379937 

会話型リモ 処理件数 1,418(7.55) 2,222(6.78) 2,3 8 5 (6.8 0) 3,316(7.98) 2,693(10.90) 12,034(7.87) 

ートバッチ CPU時間 9 6/31 3 75,111 64,331 55,854 56,607 348,716 

T s s 
会 話 数 3,4 4 4 C 1 8.3 4) 7 fJ 7 4 C 2 3.1 3) 8,179 (23.31) 8,789(21.14) 6,952 C 2 8.15) 3 4,9 3 8 (2 2.8 5) 

CPU時間 11 3{) 19 246,837 298,084 359,318 324,015 1;341;?,73 

A ロ 計
処理件数 18,775 32,740 35,082 41,578 24,698 152,873 

CPU時間 1,437,399 1S47f529 1,763097 2;393$52 l;J.951)09 8,736986 

（注） L ( )内は同一システム内での百分比を示す。

2. 合計欄の処理件数は、 TSS会話数を処理件数とみなして集計している。

3. システム IはACOSシリーズ 77システム 800。

4. システム IIはACOSシリーズ 77システム 900。

※ おわび センター・ニュースNo.33のP5-P 6に掲載しましたバッチ利用状況表に一部誤りがありましたので再掲載します。 -11-12-



センターだより

West ranについて

電子技術総合研究所（以下「電総研」と略す。 ）の御好意忙より、構造的言語Westran が当セ

ンクーでも使用できるようになりました。

Westran (Well Structured Fortran) は、いわゆる構造的なプログラムを作成

(1-2) 
するのに適した言語で、電総研ソフトウェア部で設計・開発されたものです。 その主な特徴は

次の通りです。

「1.概念とプログラム上での表現との対応が明瞭であることは、理解しやすいプログラムである

ための条件である。明瞭な対応を実現するための最も基本的な方法として、変数等の名前にその

担っている役割・意味を十分反映させることがあげられる。 Westran ではFortranで見

られる名前の長さの制限を事実上除き、名前と役割との対応付けを容易にしている。

2. goto文はその使われ方によっては危険な存在になり得るので、 Westranでは goto

文を使う必要が生じないよう、豊富で強力な制御要素を用意している。

3. 互いに関連するデークを 1箇所にまとめて統一的に取扱えるようにすることは、互いに関連

するコードを機能的にグ）レープ化することと同様に、重要である。 Westran では、直積形式

のデーク型(Cart es i an Product, record として知られている）や数え上げ

(enumeration)形式のデーク型を新たに定義できる機能を持つ。」（「 」内、文献(2)よ

り抜粋）。

Wes tr an は、 Fortran をベースにしており、 Westran プログラムはプリプロセッサに

よって Fortranプログラム忙変換されます。

WestranはTSSで使えるようになっています（バッチ処理はできません）。これを使うには、

ビルドモードで、 WESTコマンドを入力すればよろしい。このコマンドは、 FORTRANサプシス

テムにおける RUNコマンドに相当しており、 RUNコマンドの各パラメータがそのまま指定できま

す。（利用方法参照）

Wes tr an に関する特別なマニュアルは現在のところありません。言語仕様や使用法・使用例は、

文献(1),(2)に記されています。センクー 2階のデバッグ室忙備えておきますので、徊覧下さい。

また、プリプロセッサのソース・リストは公開されておりませんし、内容についての問合せには応

じられないことを御了承の上お使い下さい。使用に際して問題点等お浚し付きのことがある時は、メモ

の形でセンター研究開発部藤井宛御連絡下さい。
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Westranの利用方法

Westranは、 FortranのプリプロセッサですからサプシステムはFORTRANを選んで下

さい。

ヵvントファイルにソースプログラムがある時は、 "WESTコマンドを入力して下さい。また、パー

マネントファイルにソースプログラムがある時は、 OLDコマンドでヵ vントファイルにコピーする

か、 "WEST コマンドでソースファイルを指定して下さい。

WEST コマンドのパラメークーをソースプログラムの最初の行に記入して下さい。

これはWestranが Fortranのプリプロセッサであり Fortr an コンパイラーを内部コー

ルしているためです。

WEST コマンドの一般形式

WESTー nnn fs = fh;fc (opt) ulib #fe 

fs以外は FORTRANサプシステムのRUN コマンドと同じですからマニュアルを参照して下

さい。

f s : West ran ソースファイルまたは、オプジェクトファイルの並び、または実行形式の乱フ

ァイル (f8 を省略すると力 V ントファイルをソースファイルと見なす。 ） 

参考文献

(1) 真野．杉藤，鳥居 11Westran: Fortran をベースとした構造的言語とその処理系 II'

情報処理， vol.18,No.8, pp. 808-813. (Aug. 1977) 

(2) 疇 11Fortranをベースとした構造的雷吾Westran 11電総研彙報， vol.4 1, No. 11, 

pp. 1-18. (1977) 

（研究開発部，業務掛）
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実行 例

SYSTEM? FORT O SWEST 
* LIST 

0010 I=O 
0020 J=O 
0030 READ CSバ） N 
0040 REPEAT 
0050 1=1+1 
0060 J=J+ I 
0070 UNTIL CI。GE。N)
0080 しJRI TE C 6, 1) Nり
0090 1 FORMAT CV) 
0100 STOP 
0110 END 

* WEST …………………………………••• カV ントファイル内のプログラムをコンバイルする。

06/29/79 16。663

TERMINATION OF PREPROCESS WITH O ERRORS 
CPU-TIME USED IS 0。105 SEC 

= 10 
10 55 

* WEST SWEST・ ………………………→いペーマネントファイル SWEST内のプログラムを

06/29/79 16。673
コンバイルする。

TERMINATION OF PREPROCESS WITH O ERRORS 
CPU-TIME USED IS 0。106 SEC 

= 1000 
1000 500500 
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SYSTEM ?FORT O SWEST 
*LIST 

0010 I=O 
0020 J=O 
0030 2 READCSバ,END=3> N 
0040 REPEAT 
0050 I=I+1 
0060 J=J+I 
0070 UNTIL CI。GE。N)
0080 WR I TE C 6 , 1) N , J 
0090 1 FORMAT CV) 
0100 GO TO 2 
0110 3 STOP 
0120 END 

*LIST DATA 

10 
20 
30 

*WEST #DATA "05"・・・・・・・・ …………………... …………• ① 

06 /30/79 10。144

TERMINATION OF PREPROCESS WITH O ERRORS 
CPU-TIME USED IS 0。114 SEC 

0
0
0
 

1
2
3
 

55 
210 
465 

① ヵvントファイル内のプログラムをコンパイルし、実行時にバーマネントファイルDATAよりデ

ークを読みとる。
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*LIST 

OOOS*#RUN 
0010 
0020 
0030 
0040 
0050 
0060 
0070 
0080 
0090 
0100 
0110 
0120 

#DATA"OS"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
I=O ① 

J=O 
2 READCSバ,END=3) N 

REPEAT 
1=1+1 
J=J+I 

UNTIL CI。GE。N)
WR I TE C 6 , 1) N , J 

1 FORMAT CV> 
GO TO 2 

3 STOP 
END 

*WEST・・・・・・・・・・・・・・ …............................ ② 

06/30/79 10。178

TERMINATION OF PREPROCESS WITH O ERRORS 
CPU-TIME USED IS 0。115 SEC 

0
 0
0
 

1
2
3
 

5
0
5
 

5
1
6
 

2
4
 

① 実行時パーマネントファイルDATAよりデークを読みとる様に指定する。

これは、 FORTRAN コンパイラー妬そのまま渡されるのでFORTRANのRUNコマンドと同

じでなければならない。 (WESTRANプリプロセッサは、この行忙対してなにも処理は茶こなわ

ない。 ） 

② ヵvントファイル内のプログラムをコンバイルする。実行時には、ソースプログラム内の

*#RUN……行によりパーマネントファイルDATAよりデークを読みとる。
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センターだより

「速報」及び「お知らせ」の集録

＜速報No.61(54.5.21)より＞

I . 利用の手引き〔基本編〕の発行について

利用の手引き〔基本編〕を発行しました。この手引きは、センターを利用する場合の基本的な

事柄を中心に編集してありますので十分活用してください。

内容等については、今後利用者の御意見を参考に、より良いものに改訂していくつもりですの

で、センター宛にお寄せくださるようお願いいたします。

なお、本手引きは、当センター 1階一般受付、豊中D・Sにおいてありますので御利用くださ

し‘ （共同利用掛）

1I . ファイル使用説明書。オンライン関係利用説明書について

昨年、発行しました、ファイル使用説明書及びオンライン関係利用説明書はまだ、多少の在庫

があります。

ファイル使用説明書は、ファイル使用するための全般的なことを掲載しており、最近ファイル

利用者が増加しておりますので非常に便利なものです。

オンライン関係利用説明書は、 T・S・S関係だけにとどめず、 リモート関係、これら関係書

類等を掲載し、本説明書だけでオンライン関係全般がわかるようになっているものです。両書と

も十分御活用願います。

なお、両書は、当センター一般受付においてあります。

（共同利用掛）

][. 公衆網サーピスの接続手順変更について

従来、公衆通信回線を利用して、 TSSサービスを受ける場合には、端末装置のタイプ（グラ

フィックディスプレイ端末・タイプライタ端末）によって、公衆網サービスの電話番号を選択し

て接続していましたが、 6月 1日から接続時に利用者が使用する端末装置のタイプをシステムに

通知することにより、電話番号をそれぞれ、選択する必要がなくなります。下記に公衆通信回線

を利用する端末の接続手順を示します。

記

① 電源投入（端末装置、音響カプラ等）

R 公衆通信回線用の電話番号にダイヤルを回し、センターシステムを呼び出す。空回線があ
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れば数秒後に高い発信音が発生します。その後、直ちに受話機を音響カプラにセットする。

③ タイムシェアリングシステム (TSS)を呼び出す。 （キーボードからの入力）

端末装置 の タ イ プ キーボード入カコマンド 備 考

$$$CON, TSS,,J IS匝目 タイプライタ、キャラク

タイプライタ端末の場合 または ディスプレイ端末

CTL と同時にAキーを押す

タイプライタ、キャラク

英小文字が装備されてい $$$CON, TS S,,ASC匝目 ディスプレイ端末で英小

るタイプライタ端末の場合 文字のキーボードを備え

ている端末

日本電気のN6920、ソ

ニーテクトロニクス 4006
グラフィックディスプレ

$$$CON, TSS,,GDP匝目 4012等と同等の図形処
イ端末の場合

理機能を備えた端末。英

小文字も利用することが

できる。

（業務掛）

IV. FORTRANコンパイラの機能強化について

5月 7日（月）よりコンパイラが新しいもの (R006)に置換えられています。新コンパイ

ラの追加機能などは以下の通りです。

1・追加機能

(1) コンパイラオプションFLTCHKの追加

FLTCHKオプションを指定した場合、実行時にオーバーフロー、アンダーフロー、

ゼロディバイドが発生すれば、 トレースバック形式でメッセージで出力する。

(2) コンパイラオプションSIZEの追加

SIZEオプションを指定した場合、プログラムプレフィスレポートを出力する。

(3) F , E , D, G, Q変換出力時のリーディングゼロサプレス機能の追加

F, E,D,G, Q変換による出力で、小数点の左にゼロを出力しなければ、出力欄

の幅をこえない時に、ゼロを出力しない。
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例 0.1234 X 10 4 を出力する場合

0.1234 E+ 04 E 10.4のとき

E 9.4のとき 1234E+04 (旧コンパイラでは米米米米米米米米

(4) 基本外部関数の追加 (4倍精度用のものは 16進モードのみ）

指数関数 ea - 1 EXPC , DEXPC , QEXPC ，一般名 EXPC

za - 1 EXPC 2 , DEXPC , QEXPC 2, 一般名 EXPC2

1 oa -1 EXPC 10, DXPC 10 , QXPC 10 , 一般名 EXPClO

逆双曲線正弦

逆双曲線余弦

逆双曲線正接

べき乗

-1 

sinh (a) 絡 INH,D絡 INH,QASINH, 一般名 ASINH
-1 

cos h (a) ACOSH , DACOSH , QACOSH, 一般名 ACOSH
-1 

tanh (a) ATANH, DATANH, QATANH, 一般名 ATANH

a b POW , DPOW , QPOW ，一般名 POW 

(5) 暗黙書式つき入出力文の追加

READ(u, f),WRITE(u, f)において fに文字米と書けば、暗黙書式

を示す。ただし、 READ(u, 米）において、入力並びとして複素数型、倍精度複素

数型、 4倍精度複素数型は使用でさない。

(6) 2進モードの場合に次の機能を追加し、 16進モードとの仕様を統一する。

（センター・ニュースNo.31 PP・61-70参照）

(a) 整合寸法のCOMMON文による定義

(b) スイッチ変数による書式指定機能

(c) ENTRY文の機能強化

(d) SUBCHK機能

(e) 組込み関数DINT,基本外部関数CDANG(DCANG)の追加、一般名

はそれぞれAINT, CANG-

2・変更機能

(1) オーバーフロの際の処理の変更

浮動小数点演算でオーバーフローが発生すれば、旧コンパイラでは真値の符号にかかわ

らず正の最大値がセットされていたが、新コンパイラでは真値が負であれば負の最大値

をセットする。

(2) 最適化指定時のオプジェクトコードの変更（センター・ニュースNo.32P・49-56 

参照）
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3 制限事項

(1) BCDモードの暗黙書式つきREAD文では、入力並びのデータの型が文字型のとき、

入カデータとしてコンマ(')を連続させ、空 (null value)を入力させること

はできない。

（回避策）空白をアポストロフィ（，）または引用符 (II)で囲み、入力させる。

(2) コンパイル使用メモリサイズが 128k語を越えるプログラムのコンパイルはできな

い。最適化指定のない場合、約 5,000ステップのプログラム単位のコンパイルが可能

である。

(3) DEF I NEF I LE文がないにもかかわらず、 FIND文を使用すると、実行時に

FOのフォルトが発生する。

（回避策）プログラムの誤りを正す。

(4) 4倍精度データの比較が正しくなされない場合がある。 4倍精度データの比較に減算

命令を用いているため、減算率にアンダーフロフォルトが発生すると、そのリカバリと

してゼロがセットされることにより、常に一致したものとして扱われる。

4. 注意事項

(1) 4倍精度実数型データの絶対値および 4倍精度複素数型データの実数部、虚数部の絶対

-ll4 -138 
値が 16 (約 5.37 X 10 )より小さい場合、アンダーフローフォルトは発生しないが、

このときの精度は、倍精度実数型データの精度しか保持されない。

(2) 16進モードで使用できるデバッグ／トレース機能はFDSとSUBCHKです。ロ

ーダのデバッグ機能、 トレースパッケージ、 RBUG,TSD/Tは使用できません。

（研究開発部）

V. センターライプラリーのランク変更について

センター・ライプラリーの中にはNEAC2200シリーズ用に日本電気が作成したものが 39

本残っています。これらのプログラムは性能、保守などの面で不都合なものが多く、特に二次元

以上の配列を用いるものは実行時間が不必要に長くかかります。したがって、これらの 39本の

プログラムのランクを 4に変更します。その一覧表と代替プログラムを下表に示しますから、極

ヵ、代替プログラムを御利用下さい。
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センター・ライプラリー中の日本電気作成によるもの

分類コード／
項 目

サププログラム名

C2/SALEQ2 代数方程式の根 (McAuley法）

C3/SLGNPL ルジャンドルの多項式

C3/SLGNA1 第 1種ルジャンドルの陪関数

C3/SLGNA2 第 2種ルジャンドルの陪関数

C3/SERF 誤差関数

C3/SELIP1 第 1種完全楕円積分

C3/SELIP2 第 2種完全楕円積分

C3/SEXPIN 指数積分

DO/SIEQVl 第 1種のボルテラ型積分方程式

D0/SIEQF2 第 2種のボルテラ型積分方程式

DO/SIEQF2 第 2種のフレドホルム型積分方程式

Dl/SINT2 数値積分（ルジャンドル・ガウス法）

Dl/SINT4 数値積分（シンプリン 1/3則）

D2/SDEQ1 連立常微分方程式 (Jレンゲ・クッタ・ギ｝屯ミ）

D2/SDEQ2 連立常微分方程式（ミルン法）

D2/SDEQ3 常微分方程式（ルンゲ・クッタ法）

D4/SDIF1 数値微分（前進差分）

D4/SDIF2 数値微分（中心差分）

D6/SFOUR1 フーリェ級数

D6/SFOUR2 フーリェ級数
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代替プログラム

センター・ MATHLIB 
ライプラリー -6 

RPEQ SDBAIR 

GJMNKS SDQDM 

PN 

PNM 

SPERR 

SPELPl 

SPELP2 

SPEXPI 

AQNN5S SKGLD 

AQNN7S SKROMB 

AQNN9S SKS IMP 

QDAPBS SKTRPZ 

DEFINS 

IMTDES 

TINTMR 

SLRKG 

SLMLN2 

SLRKT 

SLAUTl 

SLHAMl 

SLMLNl 

SLMLTl 

SJFWRD 

SJCNTR 

SIFURl 

SIFUR2 

注 1

注1

注］

注



センター・ライプラリー中の日本電気作成によるもの 代替プログラム

分類コード／
項 目

センター・ MATIILIB 
サププログラム名 ライプラリー -6 

E2/SMOOTH データの平滑（最小自乗法） SILSQP 

E3/SIPOLT ラグランジュ補間 SHLAGR 

Fl/SMARTH 行列要素の四則演算

Fl/SMSCLR スカラーと行列の演算

Fl/SMPRDT 行列の乗算 SA饂 T

Fl/SINVSR 階数減少法による行列の逆転 MINVS SAINVC 

Fl/SINVSD 分割法による行列の逆転 SAINVS 

Fl/SINVSC コレスキー法による行列の逆転

F2/SEIGNJ ヤコビ法による固有値と固有ベクトル SCJACB 

（実対称行列）

F2/SEIGNP 累乗法による最大固有値と固有ベクトル POWERS SCPWRl 

（実対称行列） SCPWR2 

F3/SDETRM ガウスの消去法による行列式 SA血 ET

F4/SLNEQ2 ガウスの消去法による連立一次方程式の解法 SWEEPS SBELIM 

DETS 

G2/SCOR1 相関分析 S7C0R1 

G2/SCOR2 相関分析 S7C0R2 

G4/SVAR1 二元配置法による分散分析 S 8VA2 l 

G4/SVAR2 一元配置法による分散分析 S8VA1l 

G4/SVAR3 乱塊法による分散分析

G4/SVAR5 グレコ・ラテン方格法による分散分析

J6/SPLOT プロット SOPLTl 

SOPLT2 

注 1) GJMNKS, PN, PNM,MINVSは6月 1日より使用可能となるものです。そ

の仕様についてはセンター・ニュースNo.33(1979年 5月）を参照して下さい。

注 2) これらは内容も簡単である。 FORTRAN、ステートメントにして 3-9行で書け

ます。したがって、ライプラリーを使用するよりもオープンサプルーチンとしてソース

プログラム中に記述するほうが実行時間が短かくてすみます。

（研究開発部）
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VI. センター・ライプラリーの不良点について

SLGNAl(第 1種ルジャンドルの陪関数）はX=O.Oで零除算が発生します。 6月 1日か

らセンター・ライプラリーに追加される PNMをお使い下さい。

ニュースNo.3 3参照）

(5月下旬発行予定のセンター．

◎ライプラリー・プログラム使用書 (1976.8)の訂正

分散分析のプログラム SVAR1, SVAR3, SVAR5の入カデータ中、二次元配列を用い

ているものの配列の宣言寸法を下記のように訂正します。 （訂正部分を-・で示す）

p. 

p. 

p. 

99 

101 

102 

X(KK,NN), KK=NR, NN=NC 
-----・-....,....,....,_鴫`～

X(KK,NN), KK=NB, NN=NT --~ 
MT(KK,NN), KK=N, NN=N --、一MG(KK,NN), KK=N, NN=N ,_,...,.._,_~ 

◎ MATHLIB -6の追加

下記の 4つのプログラムが追加になりました。詳細はマニュアル (FXFO 1-3, FXFO 2 

-3)を御覧下さい。

SLAUTl, WLAUTl 

S 1RNK2, WlRNK2 

S 1 TIE2, WlRNK2 

S2CRR3, W2CRR3 

アダムス・ム）レトン法（自動刻み）

順位づけー 2

順位づけー 2(修正項）

相関係数行列ー 3

（研究開発部）

VIl . 利用者購習会の開催について

1. TSSの利用法

0 日

0場

時

所

6月 4日（月） 5日（火） 10:00-11:00 

O受講資格

O募集人員

O申込期間

O申込先

本センター大会議室 (3階）

FORTRANプログラミングの知識があり、 TSSの利用経験がない方

40名 （定員になり次第締め切ります。）

5月 18日（金） 5月 28日（月）

本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812)
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〔内容〕

0そ の他

2 データベース

0日時

0場所

O受講資格

O募集人員

O申込期間

O申込先

〔内容〕

0その他

10:00 12:00 13:00 14:00 11:00 

6月 4日
FORTRANサプシステムと TSSでACCESサプシステ

（月） 1エディタサプシステムを説明 テムによりファイルシステム

する。 le昼休み） I の運用法を説明する。

6月5日

（火） 1班別で実習を行う。

'c昼休み）

受講者旅費は支給いたしません。

簡単なFORTRANプログラムを

準備してください。

6月 12日（火） 13:00 - 1s:oo 

本センター大会議室 (3階）

FORTRANまたはCOBOLの習熟者で、今後、本センターでデータベー

スを構築または利用しようとする方

60名 （定員になり次第締め切ります。）

5月 25日（金） - 6月 5日（火）

本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812) 

ACOSシステムのデータベース管理システム (INQ)についてその概要

を説明する。

受講者旅費は支給いたしません。

3. バッチ処理におけるファイルの利用法

0 日時

0場所

O受講資格

O募集人員

O申込期間

O申込先

（内容〕

0その他

6月 25日（月） 10:00 - 12:00 

本センター大会議室 (3階）

本センターの利用有資格者

60名 （定員になり次第締め切ります。）

6月 8日（金） - 6月 18日（月）

本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812)

0バッチ処理におけるファイルの作成、修正、削除等の利用法を解説する。

受講者旅費は支給いたしません。
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4, FORTRANの入出力技法

0日時 6月 25日（月） 13:30 - 15:30 

0場 所 本センター大会議室 (3階）

O受講資格 ファイルの作成方法、修正方法等の知識のある本センター利用有資格者、

（ファイ｝ゆ作成方法等の知識のない方は、午前中の「バッチ処理におけるフ

ァイルの利用法」の講習会を受講して下さい。

O募集人員

O申込期間

0申込先

〔内容〕

0その他

60名 （定員になり次第締め切ります。）

6月 8日（金） - 6月 18日（月）

本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812)

FORTRANプログラムによる入出力技法を説明する。

受講者旅費は支給いたしません。

＜速報No.62 (5 4. 6. 2 8)より＞

I. 科学研究費による計算機利用申請について

（庶務掛）

負担経費区分が科学研究費である利用申請については、所定の申請書のほかに下記書類を必要

としますので、利用申請書提出の際は、下記書類を必ず添付するようお願いします。

記

1 . 利用申請者が科学研究費を受ける代表者てある場合

科学研究費補助金配分（内定）通知書の写し、又は所属部局が申請者に発行した科学研究費

の決定に関する通知書の写し

2. 分担者てある場合

L のコビーと科学研究費補助金交付申請の写し

II. TSS (タイムシェアリングシステム）のコマンド機能追加について

1, JOU Tサプシステム及びSCANサプシステムの印字巾変更機能

（補助装置には無効）

指定形式

次の形式で、 JOUTまたはSCANサプシステム内のサプコマンドとして実行します。

LENG n (8<n<160) 

nの値は、次の様に処理されます。
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N=C(n+3)/4〕x4 

(1) J OUTサプシステム

*JOUTISNUMB名 I

FUNCTION?LENG n 

（使用例）

* J OUT I SNUMB名IACTIV 02 

Nが端末の印字巾となります。

FUNCTION? LEr・JG 40 --------- 1行に 40文字を出力することを指定

FUNCTION? PR INT 7 4 --------ー ローダのリスト出力を指定

P734T 02 06-07-79 14。500PAGE 1 
ORIGIN DATE MODULE EMTRY LOCATIOtJ EtHRY 
LOCAT IOtl EtJTRY LOCATION SUBPROGRAMS HJCLUDED IN DECK。
$ LOWLOAD 
$ OPTIOM FORTRA↑ ・1,RELMEM 
000102 06/07/79 •••••••••••• 000102 
。DATA。000132
$ OPTION~JOMAP 

SlJBPROGR/¥i-1S OBTAH!ED FROM SYSTE「1L IBRAR 
y 

RANGE SIZE 
ALLOCATED CORE 000000 THRU 037777 04000 

゜RELOCATABLE 000100 THRlJ 026263 026164 $ PRMFL MH,R戎礼 IB/MLIBH
$ PRMFL CH,R,R,LIB/CLIBH 
$ PRMFL DH,R,R,LIB/DLIBH 

＼
 

（注） JOUTサプシステム内でSCANコマンドを使用して、 SCAN動詞のLENGは使

用出来ません。

(2) SCANサプシステムでは、 SCAN動詞として働きます。

* SCAN Iファイル名 I

FORM? 

EDIT? 

?LENG n 
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（使用例 1)

* SCMJ CBLJCL 1 ---- SCANサプシステムの呼び出し

FORM? USER 
CODE? 
EDIT? Y* 
? LFrlG 70 ------- 1 o文字にSET..  ・・・,:,:,_,,,. —., ● "●●'"'" 

? PR !MT 1 0 
$ OPT IO付 FORTRA.N
$ FORTRMI 
$ FILE P* ,t・rnLL 
CHARACTER ARET*80 
!~HEGER Z 
C ALL RA NS I Z E < 3 , 2 0) 
RE¥.・JHlD 7 
DO 20 Z =1,128 
RE AD < 3• z , 3 3 3 , nm= 9 9 9) ARE r 
333 FORMAT (A80) 

（使用例 2)

FORM? UESR 
CODE? 
EDIT? Y* 

2 

? LENG 10 ------- 1 o文字にSET
? PRINT 10 
$ OPTIOtJ 
FORTRAN 

$ FORTRA 
r、1
$ FILE P 
＊出ULL
CHARACT 

ER ARET* 
80 
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2. LIS THコマンドにおけるファイル名表示機能

時刻と日付を表示した後、次にファイル名（カタログは除く）が表示されます。又、カレン

トファイルのデータを出力する場合、表示されるファイル名は¥¥*SRC II となります。復

数個のファイル名も可能です。

3. SCANサブシステムにおける PL/1コンパイルリストの処理機能

JOUTサプシステム内のSCAN機能で処理することが可能なPL/1コンパイルリスト

を、 SCANサプシステムでも取り扱える様になります。

ファイルの形式に対し¥¥p II の指定が可能であり、 SCAN動詞¥¥ERROR II で、致

命度 3のエラーが表示されます。又、 ''STAT" という SCAN動詞が追加され、 PL/

1ソースステートメントの表示が可能となります。

4. EDITORサブシステムの新規コマンドの追加

(1) OCTLコマンドとNOCTALコマンド

OCTLコマンドは、テキストの作成および修正時に文字または記号（データ）を 8進の

J ISコードで入力できるようにするものである。

次に、 OCTLコマンドの形式と実行を示す。

OCTLコマンドの形式 実 行

OCTL d 8進区切り記号dを定義する。

dは空白もしくは＠以外の任意の 1文字である。

OCTLコマンドを入力した時点で、それ以後の処理において 8進区切り記号に続けて入

力されるデータは、すべて 8進の JISコードとみなされる。

例えば、 8進区切り記号に＄を定義すると、$100はEDITORでは＠として扱う。

扱えるコードは 8進のJISコードのみである。

この機能を終わらせるには、 NOCTALコマンドを入力するとよい。

次に、 OCTLコマンドの使用例を示す。
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（使用例）

-OCTL $ 

-J: 
PRINT, PASTE, DELETE, INSERT, REPLACE 

-RS:/ /;4:/$015$012/ 

-x 
PRINT 

PASTE 

DELETE 

INSERT 

REPLACE 

この例では、コンマ(,)と $015$012というコードの置き換えを行ったため、その行を印字

させると、復数行に印字される。

(2) PTコマンド

PT (Pr i n t Tr ans par en t) コマンドは、制御文字 (8進の 000-037)を

印字することを可能にする。印字する範囲は、カレント行からファイルの最終行までである。

各制御文字は、次のように表示される。

8 進！形 式
I 
1 

000 : *NUL * 
1 

001, * SOH * I 
002 l*STX * 

I 
003:*ETX* 

004l*EOT* 

005 1 lI *ENQ * 

006•*ACK * 

007 ： l！ *BEL * 

（使用例）

-OCTL $ 

-I 
""' 

ENTER 

* $ 033ABC$ 015 

＊◎ 
-PT 

8進！形I 式

＇ 
o 10 * BS * 

011 * Hf* 

o 12 , * LF * 
I 

013I 1* VT* 

O 14 : * FF * I 
01s:* CR* 

＇ 016 : * so* 

O 17 I i ！ * SI * 

*ESC *ABC* CR*  

8進！形 式 8進＇：形 式I 

020 i l *DLE * 
I I 

030'*CAN * 

021： •*DC1 * 031 * EM* I 
022:*DC2* 032 *SUB* 

023!I I *DC3* 033 *ESC * 

024:*DC4* 034 * FS * 
＇ 

025 : *NAK * I 035 * GS * 

026 : *SYN* 036 : * RS * I 
037 I : ！ * us* 027:*ETB* 

！ 

END OF FILE-REQUEST EXECUTED 1 TIMES 
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(3) WHEREコマンド

カレントファイル内の行のプロック通し番号とこのプロック内でのRCWの位置を表示す

るコマンドです。

形式は次の通りです。

-WHERE 

OCT BLK # nnnn(注）

RCW= mmmm(注）

（注） nnnnとmmmmは8進表示で最大 4桁です。

（使用例）

ー」

110 しJRITE C 9, LIST) K, I J 

-t・JHERE 
',,.,'  

OCT BLK # 0001 
F~CW= 0136 

-F P 1.,JHERE 

120 WRITE(34,LIST)~ 

OCT BLK # 0001 
RCil= 0145 

(4) MASKコマンド機能強化

従来、 MASK文字はサーチストリング中にのみ指定可能でしたが、この文字を置き換え

ストリング中にも指定可能とし、置き換えストリングのMASK文字の印置にはサーチした

ストリングの対応する位置の文字が転送されます。

指定可能コマンド形式は次の場合に限られます。

-RS :/Str 1/C ; r) :/STr 2/ 
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（使用例）

* f.¥UTO 1 O _ .. ,. 釦•一

0,010 J¥=f.:..+ 1-:.z-:. ご＊！：・

1,020 こ＝こ+1 / 2 /3/ f; 

,・,CJ30 C=C+ 1-2+3-tャ

＊り40 D=D+11,2/3/£; 

*OSQ 

*EDIT __ .. 一一,_

-MASK 点

-P 
.:..... 

-RS :/1#2#3#4/; * :/10#20#400#5000/ 

-LIST 

010 A=A+10*20*400*5000 
020 B=G+ 10/ 20/ t,00/ 5000 
030 C=C+10-20+400-5000 
040 0=0+10*20/400/5000 

6. LEADERコマンドの新設

既にオープン済みのファイルの内容を付属紙テープヘ出力（パンチアウト）する。この時

‘見出し”と II日付”を花文字で同時に出力する機能です。

コマンド形式は

LEADER ファイル名〔： TITLE) 

既にオープン済みのファイルに対してのみ有効な点で注意して下さい。又、 TITLEは英

数字のみに限ります。

e. PAGEコマンドの新設

N 6920 タイプのグラフィック端末での出力画面サイズを、ソフト的に変更する機能です。

特にN6922 グラフィック端末での表示文字サイズを変更したい場合に有効となります。

コマンド形式は、

PAGE XXX, YYY cxxx: 行 島 1画面

yyy: 桁 幻 1行 ） 
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N 6920 タイプの端末での一画面の既定値は、 3 5行x74桁です。

7. BASICサプシステムの実行について

RUNコマンド実行後の READY メッセージが削除になります。＊のみの出力表示が

されます。

a. N6300モデル50端末装置の一括出力中の中断機能

LP(ラインプリンタ装置）やFDD(フロッヒ°ィディスク装置）に出力中、その出力を中

断することができます。方法は、

II FUNC IIキーを押しながら IIPF 1"キーを押し下げます。

9. N6300モデル50端末装置の FDD(フロッピィディスク装置）のクローズコマンド機

能

補助入出力装置にあたるフロッヒ°ィディスクにデータを書き込む場合、最後に必ずクローズ

処理を行う必要があります。（クローズ処理を行わないと FDDからの入力はできない）、

TSSでは¥¥PTON FDD IIで¥¥LIST II 又は、 '1 PRINT"コマンドを使う場合

に限りクローズ処理を行っていますが、その他の場合（＊）にはフロッヒ°ィディスクのクロー

ズ処理を行っていません。

コマンドとして¥¥CLOSE IIを設けクローズ処理を可能にします。

(*)FDD(フロッヒ°ィディスク装置）を補助装置であるラインプリンタやカードバンチとし

て扱うことが可能です。 (N6300モデル 50端末内ソフトウェアによる）。こうした

場合に¥¥PTON LP IIでデータを出力すると出カデータは実際には、 FDDに書き込

まれますが、 TSSによるFDDのクローズ処理は行われません。

コマンド形式は、

CLOSE パラメータ無し

皿 RBS(リモートバッチシステム）のコマンド機能について

1. $$$OUTコマンドの機能強化

リモート端末のLP(ラインプリンタ装置）等への出力に当って、次の出力開始メッセージ

を端末コンソールヘ出力します。

$RB006 OUTPUT START SN=SNUMB名
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2, $$$STSコマンドの機能追加

(1) リモート端末からシステム全体のジョプの状態表示を可能にしました。

($$$STS, ALL) 

(2) 1,_., 2文字の SNUMB名の指定を可能にしました。論理端末 ID指定は、

$$$STSID=idで、 1,_., 2文字のSNUMB名の指定は、 $$$STSxxとなり

ます。

(3) リモート端末に出力中あるいは出力待ちの時にプレーク操作によって、 $$$STSコマ

ンドの使用を可能にしました。

(4) ジョプの出力先変更コマンド ($$$STS/XXX)を、 $$$ONLコマンドとして

分離しました。

3, $$$0NLコマンドの新設

リモート端末からの出力先変更要求及び出力先変更要求の取り消しを可能にしました。コマ

ンド形式は、

$$$0NLパラメータ

パラメータ・………空白 ：センター出力の要求

, LST: 要求リストの表示要求

, CAN: センター出力要求の取り消し

4. $$$ABTコマンドの強化

リモート端末から指定されたジョプがスケジュール待ちの時、このジョプの強制打ち切り

(ABORT)を可能にしました。

コマンド形式は、出カメッセージ等の変更はありません。

IV. 出力編集サプシステムの利用について

センターに計算依頼されたバッチ・ジョプは、計算が終了すれば一部のジョプ（連絡所送りジ

ョプ、会話型リモート・バッチでJOUT指定ジョプ、およびリモート端局出カジョプ）を除き、

計算結果保存用磁気ディスク・ファイル（デマンド・ファイル）に登録され、保存されます。

出力編集サプシステムとは、このデマンド出力待ちとなったジョプを、センターのラインプリ

ンタに出力する前に、タイムシェアリングを使用している端末から、ラインプリンタ出力の内容

を端末に表示して、参照したり、出力を取り消したりすることが簡単にできるように開発された

プログラムです。 6月より使用できるようになりましたので、詳細な使用説明書を作成いたしま

しt.:,,御希望の方はセンター・ジョプ受付に申出てください。
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V. FORTRANコンパイラの不良点について

コンパイラオプションOPTZの下で、 D01レープ中に大きさ 131072以上かつ 2次元以上

の配列を使用すれば、#0 6 8 (オーバーフロー）のエラーが発生します。ただし計算結果に影

響はありません。

VI. センターライプラリの一部抹消について

速報No.61(5月 21日発行）でランクを 4に変更したプログラムの中で交替プログラムの用

意されているものを、 8月 1日よりセンターライプラリからまっ消いたします。なお、代替プロ

グラムとの対応については速報No.6 1を御覧下さい。

まっ消されるプログラム名

SALEQ2, SLGNPL, SLGNAl, SERF, SELIPl, SELIP2, 

SEXPIN, SINT2, SDEQl, SDEQ2, SDEQ3, SDI Fl, SDIF2, 

SFOURl, SFOUR2, SMOOTH, SIPOLT, SMPRDT, SINVSR, 

SINVSD, SINVSC, SEIGNJ, SEIGNP, SDETERM, SLNEQ2, 

SCORl, S00R2, SVARl, SVAR2, SPLOT・

（研究開発部）

VJI. 全国共同利用大型計算機センターのデータ・ベース、サーピスについて

全国共同利用大型計算機センターでは、次表のデータ・ベースをオンラインサービスしており

ますので御利用ください。
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珊．利用者講習会の開催について

1・データベースの構築手法について

0 日時 7月1 0日（火） 1 3 : 3 o,..., 1 s : 3 o 

0 場所

0 受講資格

0 募集人員

〇 申込期間

〇申込先

〔内容〕

本センター大会議室 (3階）

FORTRANまたはCOBOLの習熟者で、データベースの概要が理解

でき、今後、本センターでデータベースを楠築または利用しようとする方。

60名

6月25日（月） ,.._, 7月5日（木）

本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812)

情報を必要に応じて貯えておき、これらを効率的に検索をおこなうデータ

ベースマネジメントシステム (INQ)によるデータベースの構築手順に

ついて解説する。

2. TSSグラフィック端末の利用法について

0 日時 7月17日（火） 1 3 : 3 o,_, 1 6 : 3 o 

0 場所

0 受講資格

0 募集人員

〇 申込期間

〇申込先

〔内容〕

本センター大会議室 (3階）

TSSの利用に関する知識があり、 TSSグラフィック端末を利用しよう

とする方。

60名

7月 2日（月） ,_, 7月 12日（木）

本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812)

TSSグラフィック端末の利用法について解説し、デモンストレーション

を行う。

3 自動製図装置（ドラフター）の利用法について

0 日時 7月18日（水） 1 3 : 3 0-1 6 : 3 0 

0 場 所 本センター大会議室 (3階）

〇 受講資格

0 募集人員

〇 申込期間

〇申込先

FORTRANプログラミングの知識があり、自動製図装置を利用しよう

とする方。

60名

7月 2日（月） ,._, 7月 12日（木）

本センター庶務掛 (06-8 7 7-5 111内線 2812)
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（内容〕 自動製図装置（ドラフター）の利用法について解説し、デモンストレーシ

ョンを行．う。

4. XYプロッターの利用法について

0 日時 7月19日（木） 1 3 : 3 o,..._, 1 6 : 3 o 

0 場所 本センター大会議室 (3階）

0 受講資格 FORTRANプログラミングの知識があり、 XYプロッタを利用しよう

とする方。

0 募集人員 6 0名

〇 申込期間 7月 2日（月） ,...,7月 12日（木）

O 申込先 本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812)

C内容〕 ACOSシステムにオンラインで接続されているXYプロッターの利用法

〇資料

について解説し、デモンストレーションを行う。

ACOSマニュアル「ディジタルプロッタライプラリ説明書」必らず持参

してください。なお、マニュアルは大阪大学生活協同組合書籍部で購入す

ることができます。

5 三次元カラーグラフィックディスプレイの利用法について

0 日時 7月20日（金） 1 3 : 3 o,..,., 1 1 : o o 

0 場 所

0 受講資格

0 募集人員

〇 申込期間

〇申込先

C内容〕

本センター大会議室 (3階）

FORTRANプログラミングの知識があり、三次元カラーグラフィック

ディスプレイを利用しようとする方。

6 0名

7月 2日（月） ,....,7月 12日（木）

本センター庶務掛 (06-877-5111 内線 2812)

三次元カラーグラフィックディスプレイ装置の利用方法について解説し、

デモンストレーションを行う。

（庶務掛）
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センターだより

プログラム交換のページ

もし、皆様がプログラムを「譲りたい」 「求めたい」と思われたら、次の投稿記入項目の必要個

所を記入し、本センター庶務掛へ送付して下さい。

できる限り、最新のセンター・ニュースに掲載します。

このページをプログラム公開と譲り受けの場として気軽に御利用下さい。

プログラム交換のページの投稿記入項目

※印の付いた項目は必ず記入して下さい。

※ 1. 要 望

〔譲ります）か〔求めます〕かいずれかを記入。

※ 2. プログラム名

内容を示す名前（例えば連立一次方程式数値解法）と引用する時の名前（例えばSLINEQ)

を記入。

※ 3. プログラムの内容又は解法

アルゴリズムの特徴について説明すること。例えばプログラム作成上で特に工夫された点があ

れば、それらを記入する。

※ 4. 利用者の義務

このプログラムを利用した仕事の公表に際して、その旨明記する必要があるのか否かについて

記入（＂譲ります,, の場合のみ）

※ 5. プログラム作成者名、連絡先及び連絡方法

6. 現在このプログラムが利用されている、あるいはやがて利用されるであろう分野

例えば物理学。物性論、化学・高分子結晶解析など。

7. プログラム使用上の制限事項

データ入出力における周辺機器やオペレーション上の制約や情報を記入。あるいは、例えば最

大 100次元の連立一次方程式までしか解けませんなどのアルゴリズム上の制限なども記入する。

8. 使用されたプログラミング言語

FORTRAN, COBOL, ALGOL. PL/1など。

9. プログラム・ステップ数

例えば、ソース・カード・イメージでの枚数など。
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1 o. プログラム実行時に必要な最大メモリー・サイズ

11. 代表的例題に対する計算所要時間

1 2. プログラムの形式

コンプリート・プログラム、サプルーチン副プログラム、関数副プログラムなど。

1 3. プログラムの開発された計算機

機種名及びOSについて記入。

1 4. 利用可能状況

ソース・リスト、ソース・カード、マニュアル、計算例などのプログラム利用に関する情報の

整備状況について記入する。

1 5. 関連又は補助プログラム

16. 参考文献

備考 1. 詳細な書式については適宜の方法で結構です。

2. ※印以外の項目については不明又は不要と思われる場合は省略してもかまいません。

3. このページは利用者間のプログラム開発に関する情報交換のためのものです。したがっ

て、プログラムの交換についての具体的世話は大型計算機センターでは一切いたしません。
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